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議員提出第３号議案 

 

 大阪府政務活動費の交付に関する条例一部改正の件 

 

 大阪府政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例を次

のように定める。 



 

 

大 阪 府 条 例 第    号  

大 阪 府 政 務 活 動 費 の 交 付 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  
大 阪 府 政 務 活 動 費 の 交 付 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 大 阪 府 条 例 第 六 十 一 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示

す よ う に 改 正 す る 。  

附  則  

 こ の 条 例 は 、 令 和 四 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

 

改 正 後  改 正 前  

  

（ 会 派 に 対 す る 政 務 活 動 費 ） 

第 四 条 （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３ 月 の 途 中 に お い て 、 議 員 の 任 期 満 了 、 辞 職 、

失 職 、 死 亡 若 し く は 除 名 、 議 員 の 所 属 会 派 か ら

の 脱 会 若 し く は 除 名 又 は 議 会 の 解 散 が あ っ た

場 合 に お け る こ れ ら の 事 由 が 生 じ た 日 の 属 す

る 月 の 政 務 活 動 費 の 額 に つ い て は 、 第 一 項 の 規

定 に よ り 計 算 し た 額 か ら 、 当 該 事 由 が 生 じ た 議

員 に 係 る 当 該 事 由 が 生 じ た 日 の 翌 日 以 降 の そ

の 月 の 現 日 数 を 基 礎 と し て 日 割 り を も っ て 計

算 し た 額 を 減 じ た 額 と す る 。 一 の 会 派 が 他 の 会

派 と 合 併 し 、 又 は 会 派 が 解 散 し た 場 合 も 同 様 と

す る 。  

４ （ 略 ）  
 

（ 議 員 に 対 す る 政 務 活 動 費 ） 

第 五 条 （ 略 ）  

２ 任 期 開 始 の 日 が 月 の 途 中 で あ る 議 員 に は 、 そ

の 月 の 政 務 活 動 費 は 交 付 し な い 。  

３ 月 の 途 中 に お い て 、 議 員 の 任 期 満 了 、 辞 職 、

失 職 、 死 亡 若 し く は 除 名 又 は 議 会 の 解 散 が あ っ

た 場 合 に お け る こ れ ら の 事 由 が 生 じ た 日 の 属

す る 月 の 政 務 活 動 費 の 額 に つ い て は 、 そ の 月 の

現 日 数 を 基 礎 と し て 日 割 り を も っ て 計 算 し た

額 と す る 。  

４ （ 略 ）  
 

（ 政 務 活 動 費 の 返 還 ）  

第 十 一 条  （ 略 ）  

２ 会 派 又 は 議 員 は 、 第 四 条 第 三 項 又 は 第 五 条 第

三 項 の 規 定 に よ り 計 算 し た 額 を 超 え る 政 務 活

動 費 の 交 付 を 受 け た と き は 、 議 長 が 規 程 で 定 め

る と こ ろ に よ り 、 そ の 超 え る 部 分 の 金 額 に 相 当

す る 額 の 政 務 活 動 費 を 速 や か に 返 還 し な け れ

ば な ら な い 。  

（ 会 派 に 対 す る 政 務 活 動 費 ） 

第 四 条 （ 略 ）  

２ （ 略 ）  

３ 月 の 途 中 に お い て 、 議 員 の 任 期 満 了 、 辞 職 、

失 職 、 死 亡 若 し く は 除 名 、 議 員 の 所 属 会 派 か ら

の 脱 会 若 し く は 除 名 又 は 議 会 の 解 散 が あ っ た

場 合 に お け る こ れ ら の 事 由 が 生 じ た 日 の 属 す

る 月 の 政 務 活 動 費 の 額 に つ い て は 、 こ れ ら の 事

由 が 生 じ な か っ た も の と み な し て 算 定 す る 。 一

の 会 派 が 他 の 会 派 と 合 併 し 、 又 は 会 派 が 解 散 し

た 場 合 も 同 様 と す る 。  
 
 
 

４ （ 略 ）  
 

（ 議 員 に 対 す る 政 務 活 動 費 ） 

第 五 条 （ 略 ）  

２ 任 期 開 始 の 日 が 月 の 途 中 で あ る 議 員 に は 、 当

該 月 の 政 務 活 動 費 は 交 付 し な い 。  

３ 月 の 途 中 に お い て 、 議 員 の 任 期 満 了 、 辞 職 、

失 職 、 死 亡 若 し く は 除 名 又 は 議 会 の 解 散 が あ っ

た 場 合 に お け る こ れ ら の 事 由 が 生 じ た 日 の 属

す る 月 の 政 務 活 動 費 の 額 に つ い て は 、 こ れ ら の

事 由 が 生 じ な か っ た も の と み な し て 算 定 す る 。 
 

４ （ 略 ）  
 

（ 政 務 活 動 費 の 返 還 ）  

第 十 一 条  （ 略 ）  
 

  



 

 

提 案 理 由 

 

 国の文書通信交通滞在費が、就任日数に関わりなく定額支給する

こととされていることについて多くの批判が寄せられるなど、国

民・納税者による公金の使われ方に対する厳しい視線が注がれてい

る。 

大阪府議会における政務活動費については、これまでも使途の特

定や会計帳簿等の公表、残余額の返還など、適正な執行を図ってき

たところである。 

しかしながら、今般、現行の定額交付をやめ、就任日数に基づき

日割により計算した額による交付に改めることにより、府民からの

府議会に対する信頼・期待に応えるため提案する。  

 


